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生徒の数だけみんな違う「おはようございます」 

 

令和５年度も２か月が過ぎ、１年生も入学、日々の授業、委員会活動、部活動、そして様々な学校行
事と、いろいろなことを経験し、中学校での生活にも少しずつ慣れてきました。２、３年生も新しい環
境、上級生、最上級生という立場にも慣れてきました。各学年とも授業や行事に向けた準備を通して、
班で、クラスで、学年で、一緒に活動しながら固さがとれてきています。朝、立哨指導をしている際の
生徒の「おはようございます」のあいさつも４月初めの頃の固さがとれてきたのを感じます。大きな声
で「おはようございます」。コクリと会釈の「おはようございます」。マスク越しでもはっきり笑顔とわ
かる「おはようございます」。恥ずかしいけど勇気を出しての「おはようございます」・・・。生徒の数
だけみんな違う「おはようございます」。  
 

　 

心のドアノブは内側にしかついていない  
 

心の扉は他人がいくら開けようとしても開かないものです。しかし、相手に対して信頼･信用が生まれ
ると開こうとする ――― それが心の扉です。そして、その扉を開くカギとなる「第一歩」、それがあい
さつではないでしょうか。「おはようございます」――― それだけでは、「ありがとう」のような感謝の
気持ちも、「すみません」のような謝罪の気持ちも伝わりません。その語源は歌舞伎から来ているという
のが有力なのだそうです。現在はそれだけでは特別な意味を相手に伝えない言葉です。しかし、この魔
法の言葉をお互いが発した時、同じ社会･集団の仲間だという気持ちが高まります。学校の「仲間」、家
庭内の「仲間」、 住んでいるまちの「仲間」。 今、多くの学校で「あいさつ運動」を行っています。学
校･家庭･地域が連携して、いろいろな角度から子どもたちの成長を見守っています。共に生活している
集団の「仲間」として、良い「芽」を伸ばして、一人ひとりがもつ可能性という名の大きな花を咲かせ、
見事な実を実らせる姿を、毎日正門前に立ってあいさつを続けながら、これからも見守っていきたいと
思っています　（校長　中原　悟） 
 

 

≪ＰＴＡあいさつ運動≫ 
　　 
　保護者の皆様方によるＰＴＡ
あいさつ運動が始まりました。
月曜日の朝の忙しい中ではあり
ますが､ご参加いただきありがと
うございます。保護者の皆様の
おかげで生徒は､普段の教員の登
校指導の時よりも大きな声で挨

 拶ができています。
　保護者の皆様､これからもよろ

 しくお願いいたします。
 
 
 
 

 

 
 



 

≪生徒総会 5/29≫ 
　 
　今年の生徒総会は、体育館に全員が集まっての開催となりました。年に１回実施している田彦中の
生徒総会では、生徒会活動方針の発表や各専門委員会の活動計画の報告を行いました。 
　令和５年度生徒会スローガンは、「新時代　～過去から受け取る未来へのバトン～」です。コロナ禍
で様々なことが制限されていた日常が、、最近では徐々に規制が緩和されてきています。そこで、生徒
会ではコロナ禍を経て新しくなった常識を受け入れるとともに　これまで続いてきたものを受け継ぎ、
生徒がより生き生きと活動することができる学校づくりをしていきたいと考えこのテーマを設定しま
した。各委員会の活動計画は、SDGｓを意識した計画を立てています。また、各学級訓の発表も行われ、
とても有意義な時間となりました。 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

≪市総体壮行会　陸上部 5/29≫ 

　　 
　３年生最後の大会、市総合体育大会、陸上競技の部が６／１（木）ひたちなか市総合公園で行われ
ます。当日に向けて、陸上競技部から、決意表明が行われました。1秒でも速く、１ｃｍでも遠く、自
分のベストを発揮でききるよう、みんなで応援しています。 
 

 


